
とび出すな　車はは急に止まらない 広 報 な が と

水道料金の改正
１０ 月 か ら変 わ り ま す

水道 が わ た くし た ら の 日 常生 活 にお い て

欠くことのできないきわめて重要なもので

あ るこ と は い ま さ ら申 し あ げ る まで もあ り

ませ ん 。

最 近 の 経 済 事 情 か ら諸 物 価の 値 上 が りー

こ と に公 共 料 金 の 値 上 げ が問 題 に なっ てい

る と き、 水 道 料 金 の 値上 げを す る と い う こ

と は、 台 所 をあ ず か る主 婦 に とっ て 頭 の 痛

い こ と と 思い ます 。 し か し、 水 道 の 財 政 事
情 か ら して 、 現 在 の 料 金 で は施 設の 改 良 ど

こ ろ か 、 その 維 持 も困 難 な 状 況で す 。 そ の

た め 市 で はや むヽな く ４ 月 か ら 水道 料 金の 改

定 を す る こ と とし て ３月 の 定 例 市 議会 に提

出 し た ので す が、 市 議 会 に お い て は、 こ れ

を10 月 か ら 実施 す る こ とに 修 正 して 決定 を

み まし た 。
な にと ぞ 事 情 を ご理 解 し て く だ さい ま し

て ご協力 を お 願 いい たし ます 。

施設拡張の工事
上 水道 にお きま して 、近 年夏 と もな れ ば

水 源井 に海 水 が 混 入 し 、塩 辛い 水 道 と い う

大変 お はず か し い 名前 で 各方 面に 大 きな ご
迷 惑 を お かけ い た し 、 通 簡 易水 道 に お い て

は、干ばつが大きく原因したとはいえ長い

期間にわたって断水という事態をひきおこ

し、また湯本簡易水道においてもたびたび

水 圧 の 低 下 に よ る 給水 不良 と い う こ と が重

な り、 市 民 の 方 々 に言 葉 で は い い 表 わ せ な
い 難 儀 をお かけ し たの で あ り ま す が 、 こ う

した と とが らが 給 水量 の 増 加、 あ る い は干

ばつといったことによるとはいえ、結局は

水源 施 設 が 充 分で ない とい う 事で あ り ま す

そ の た め、 市 で は 、 こ の水 源 問 題 を 解 決

し よ う とし て 検 討 を はじ め まし た が 、 と か

く 水 源問 題 に つ い て は い ろい ろ と複 雑 な こ
と が か ら んで 非 常 に 難 し い ので す が 、 い ず

れ に し ま して も各 方 面 にお 願 いし 、 ま た ご

､協 力 を 願っ て 漸 く 実 施 す る こ と がで きた の

で あ り ま す。
これ が42 年 度 か ら はじ まっ た 拡 張 整 備工

事 で あ り ま す。

上 水 道 で は 総 額１ 億13  0 0 万 円（ う ち

企 業 債（ 国 か ら の 借金 ） １ 億1000 万 円

） を投 じ て 、 第 ２水 源 井 、（ 下 川西 ）受 水

タ ン ク（ 下 郷 ） 、第 ２配 水 池 （ 三 上 山 ）、

及 び こ れに 関 連 し た ポ ンプ 、 電 気 設 備 、送

配 水管 布設 を 行 な い、 ま た 通 簡 易 水 道で は
約1, 000万円（うち企業債520万円）で、既

設 貯 水 池 えん 堤 の 補 強 改良 工 事 、 第 ２ 貯 水

池( 2, 800 ト ン ） の 建 設 を行 なっ た の で あ

り ます 。 し か し 、 な お 今後 の 問 題 と し て い

ろ ん な施 設 整 備 が 残 されて お り、 こ と に湯

本 簡 易水 道 に お い て は、 沈 で ん 池 の 改 善 増
設 、浄 水 池 の 拡 張 、 ろ過 機 の 増 設 ま た配 水

管 の拡 張 整備 等 大 事 な問 題 を解 決 し な け れ

ば な らな い 状 態 に なっ てお りま す 。

ピンチにきた水道財政
このように、既に行なった拡張工事に多

額の経費を投じたこと、また今後なおかな
りの改善の必要があること等を考えますと
現在の料金のままでいった場合、44年度か
ら向う３年間で約2, 539 万円の赤字、また
５年間では約7, 700万円の赤字となること
が予測されるのであります。これは人件費
物件費、動力費などの経費もさることなが
ら、施設改良に要した企業債の利息や減価
償却費に多額の金を必要とするためで、こ
とに利息と減価償却費だけでも44年度から
は43年度に比し毎年約８６７万円も増えて
いくのであります。

水道事業の運営は水道料金で

いうまでもなく市の水道事業は利潤のみ
を求めるものではありませんし、また水と
いうものがわたくしどもにとって原始的に
欠かせない大切なものでありますから、水
道料金はできるだけ安く、公平であること
が望ましいのであります。しかし、ご承知
の方もあるかと思いますが、水辺事業は地
方公営企業法という法律によって運営され
るもので、この法律には「水道事業は建設
費をはじめ維持費その他あらゆる費用を水
道料金の収入でまかないなさい」といって
おります。ということは、水道行政といい
ますか給水サービスというものが、道路行
政あるいは衛生、民生、消防といった一般
行政サービスと違って、その相手が特定し
しかも受けるサービスの度合いも明確に判
定し得るものですから、その受益者（水道
使用者）はその受益の度合いに応じて経費
の負担に参加するーということになるわけ
で、これが水道料金の基本的な考え方にな
るものです。

また、水道事業というものが施設経営で
あり、給水の需要は社会、経済の進展にと
もなって常に増大する傾向をもっておりま
すから、ただ現在の施設の維持あるいは現
在の施設による給水の原価だけを償う料金
ではどうしても運営ができないわけで、少
くとも今後必要な最少限度の施設改良が可
能のような原価も含めなければならないの
であります。

このたび改定された水道料金は「県内の
上水道では一番高い」との非難もあり、ほ
んとうに心苦しいのですが、簡易水道も含
めた料金をみますとまだ高い料金のところ
がだいぶんあります。それはやはりそれぞ
れの水道事業の内容、事情（施設の規模、
建設時期、あるいは給水区域の大小、密度
また給水需要の状態など）の相違によって
その体質に応じた料金が決められているか
らでありまして、本市の場合１トン３７円
の料金が必要となるのであります。

ちなみに，本市で１立方メートル（１ト

ン ） 給 水 す る の に ど の 位 の 費 用 が か か る か

を み る と 次 の よ う に な り ま す ｏ

人 件 費13 円81 銭( 37, 2%) 　 物 件 費3, 62

（9, 8 ）　 動 力 費3, 10 r 8, 3! 　 薬 品 費0, 28

（0, 8 ）　 賊 価 償 却 費6, 33 は7, n　 企 業

債 利 息7, 18  ( 19, 4) 　 建 設 改 良 費 そ の 他

2, 77  ( 7, 4) 計37, 09

そ こ で ， 新 ら し い 水 道 料 金 は 別 表 の と お

り で ， こ れ ま で 通 ， 湯 本 簡 易 水 道 の 料 金 が

上 水 道 の 料 金 よ り も 少 し 安 か っ た の で す が

こ の た び の 改 定 で １ ト ン 当 り の 料 金 と し て

は 同 じ 単 価 と し ， 基 本 水 量 だ け は 従 来 の ま

ま と し ま し た 。

１ ト ン の 水 と い い ま す と ， ド ラ ム 罐 で ５

本分（水洗便所では７６回分j の水量です

が，新旧料金をわかり易く比較するため，

ド ラ ム 陋 １ 本 分 の 料 金 で あ ら わ し ま す と 次

の よ う に な り ま す 。 （ １ ３ ミ リ 一 般 家 庭 の

場 合 ）　　　　　　 （ 新I 　　　<I W
上 水 道 ， 俵 山　　7 円40 銭　6 円00 銭

通 ， 湯 木　　　　7,  40　　5 円11

い ろ い ろ の べ ま し た が ， 水 道 事 業 が 赤 字

だ か ら と い っ て 直 ち に 料 金 の 値 上 げ を す る

こ と は 必 ず し も よ い こ と と は い え ま せ ん 。

や は り 無 駄 を 省 き 少 し で も 合 理 的 な 運 営 を

行 な わ な け れ ば な ら な い こ と は 当 然 で あ り

ま す 。 今 後 も い っ そ う の 改 善 に 努 力 い た し

ま す の で ， 市 民 の 方 々 の ご 協 力 を 是 非 お 願

い い た し ま す 。

通交通船料金の改正
通 交 通 船料 金 が 別 表 の 通 り 改正 され ます

改正の主な理由は、前回の改正（昭和4
１ 年 ４ 月 １ 日） か ら ３年 を 経 過し 、 そ の 間

船舶用品の値上り、維持修繕費や人件費の

増加ヽ市債の償還など多額の支出を要する

た めで あ りま す 。　　　　　　　　　　　ｊ

通交通船は、通地区住民の唯一の交通機
関 であ っ て 、 料 金 値 上 げの 影響 は非 常 に大

きな もの があ りま す ので 、 市 で は 、い まま
での赤字を一般会計から補てんして、極力

値 上 げ をし な い よ う にし て きま し た が; 現

行 料 金 を続 け ま す と 、 ４ ４年 度 に は約10

00 万 円 に の ぼ る赤 字 を 生じ ます 。 こ の赤

字 の 全 部 を一 般 会 計 に た よ るこ と は 市 の財
政 事 情 か ら非 常に 難 しい ので 、 せ めて 赤 字

は ５ ０ ０万 一６ ０ ０万 円 程度 に 止 め よ う と

し て 、や む な く値 上 げ を実 施 し な け れ ばな

らな く な り まし た 。 交 通船 利 用 の 方 、 とく

に 通 地区 の みな さん に は大 変 ご迷 惑 で すが

この 事 性 を ご理 解 い た だ き ます よ うお 願い
し ま す 。

なお 、 実 施 時期 は 、運 輸大 臣 の 認 可 が必

要 で す か ら 、 こ とし 、 ８ 月 頃 に な る予 定。

通 交 通 船 料 金

大 人( 片道1人)
小 人( 片 道1人)
通 学 定 期( 1 か 月)
通 勤定 期( 1 か 月)
普 通期( 1 か 月)

通・仙　 通・大 日 大 日 比
崎間　比　間仙崎間

60円　30 円　　30
30　　　15　　　15

800　　400　　　400
1, 800　　900　　　900
2, 000　1, 000　1, 000

水
道
料
金
表

用 ヽ　　 基 本 料金　 （ １ か 月 につ き）　 超 過料 金
途 別　 水　 量　　　　 料　 金 （ １ ト ン ）

量 水 器
使 用･料

用 途　 Ｕ　基 本 料 金　（ １か 月 に つ き） 超 過料 金口 とJ 　水　　 量　　　　　　料　　 金 （ １ ト ン ）
量 水 器
使 用 料

一 般　　 上 水道 ・ 俵 山簡 水10 ト ン　370
円　　37 円

用　 湯 本 、通 、 簡 水　９ト ン　333　　　37
大 口 用　　　　　　　　500 ト ン18, 500　　　32
湯 屋 用　　　　　　　100 ト ン2, 500　　25

２ ０ ミ リ50円
２ ５　　７０
３ ０　　１００
４ ０　4150

船 舶 用　　　　
１　ト ン　　　　　　55円　　55 円

r二1　　　（ 販 売 者 の販 売 粨は1ト ン にづ き70円 ）
娯 楽 用　　　　10 ト ン　　　　750　　75
臨 時 用　　　　10 ト ン　　　　600　　60

５０ ミリ1, 000円
75　　1, 300

100　　1, 500
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